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会員数 出席数 出席免除 出席率 全員出席卓 3名以上欠席卓 メークアップ 出席率訂正
名 名 名 ％ 卓 卓 名 ％

87 52 5 62.65 3・4 5・11・12
16・18 12 77.11

次週のプログラム
4 月 2 日（火）の例会は，矢口奈々会員の新会員卓
話でございます。

本日のプログラム
楠康夫阿見アスリートクラブ理事長より活動報告
を伺います。

記念事業巡り



【委員会報告】

ロータリー情報委員会	 海 老 原 一 郎 委員長

本日例会終了後，記念事業の足跡巡りに出発します。参加される方々はフロント前にお集ま

り下さい。

【卓　　話】
	 海 田 恭 敬 ロータリー情報副委員長

皆さん，こんにちは。

本日の卓話はロータリー情報委員会の提供であります。

今，正面の映像でご覧になっているのは「温故知新」今から 12 年前に

江ヶ崎實さんが情報委員長の時にお話されたもので，今回その画像をそっ

くり頂き，古きを訪ねて新しきを知る為に土浦南RC の 59 年の記念事業

の足跡を巡ってみたいと思っています。

まず最初の写真ですが，昨年丁度私の 90 歳の誕生日 11 月 28 日に卓話させて頂き，その夜	

木村英明さんのよし町で「卒寿祝」をして頂いた時のものです。皆さん笑顔で写っていますの

で，その笑顔が毎晩，私の良い眠り薬になっています。この卒寿祝は稲野邉穣さんが発起人と

なり，楠英夫会長をはじめ多くの会員の皆さんに出席して頂き，大変嬉しく思っております。

これは私にとっては一瞬の喜びだけではなく，一生の喜びとなり改めてクラブ全会員の皆さん

にお礼を申し上げたく，敢えてこの写真を紹介させて頂きました。本当にありがとうございま

した。

さて今日は「土浦南ロータリークラブの歴史と文化」ということも話してみたいと思ってい

ます。人に歴史あり，クラブに文化ありと言われておりますが，来年創立 60 周年と言う大き

な節目を迎えますので，先ずはこの機会に全会員で会員増強に積極的に取り組んで頂きたいと

思っております。

先輩の言葉に「人間はいつまでもあると思うな，親と金，そしてないと思うな災害と災難」

というのがあります。皆さんも何回も聞いていると思いますが，親と金についてはもうロータ

リー会員の皆さん方には関係ない事だと思います。しかし，「ないと思うな災害と災難」これ

はいつどこで何が起きるはわかりません。

2016 年私の誕生日の丁度 10 年前 1923 年の 9月 1日に関東大震災が起き，東京都に 14 万人

強の死傷者が出ました。虫掛に住んでいた先輩の話によりますと，当時東京には高層ビルやタ



ワーマンションも無かったので，ものすごい黒煙が見えたと聞かされました。

その後，1995 年 1 月 17 日に阪神淡路大震災が起きました。この日は私にとっても特別な日

でして還暦の前後でしたか，ロータリーの会長も終わりホッとしたところに，茨城県の石油業

界の理事長に推薦され，1月 17 日の理事会で返事をする日と重なった訳です。

2011 年 3 月 11 日に今度は東日本大震災が起きました。大勢の死傷者を出した大変な震災で

した。この日もたまたま土浦青年会議所シニア倶楽部の代表世話人として最初の全国の総会に

出席する為に東京プリンスホテルに電車で向っているところでしたが，柏駅から電車は動かず，

電話も使えず，駅前でタクシーも拾えない，仕方なく 6号国道まで歩き何とかタクシーに乗車

出来たものの土浦まで 3時間以上かけて帰宅した事を思い出します。

それから 5年後 2016 年の 4月 14 日と 16 日に今度は九州の熊本大震災が起きました。昔，

加藤清正が築城した立派な熊本城がガタガタに崩れてしまいました。

そして今年の正月，お屠蘇気分になっている 1月 1日に能登半島大震災が起きました。自然

災害というのは，いつどこで起きるかわかりません。こうして話をしている間にも地震が起こ

る可能性もある訳です。昔から災害は忘れた頃にやって来る等と言われていましたが，現在で

は忘れる暇がないうちに次から次へと災害が発生しています。

東に西に太平洋岸側に日本海岸側に，今や日本列島どこに災害が起きてもおかしくない状態

になっています。昔から恐いものの例えに「地震，雷，火事，親父」と言われていましたが，

今では親父の権威も落ちて，火事，津波となっているようです。

また，地震の脅威の他にも日本は，ミサイル，あるいはサイバー攻撃とか，いろいろな国か

ら狙われています。しかし，下手に日本に手を出すと直ちに反撃されるという抑止力さえ持っ

ておれば大丈夫です。

さて話は戻りますが，私が入会した当時，初代会長の中川延四郎さんの栃木県の工場に職場

訪問として参加しました。いろいろな説明の中で，土管だと思っていたヒューム管はオースト

ラリアのWCヒュームさんという方が作ったパイプとして「ヒューム管」という名前がつき，

そのヒューム管の特許を中川さんが買い取り日本で普及していると伺いました。今や中川

ヒューム管は業界で日本一のトップ企業であります。

先般，職業奉仕委員長の福田昭一さんのお骨折で職場訪問として中山元章さんの中山工業㈱

や，完賀浩光さんの㈱坂田園芸等も見学させて頂き，お二人の経営者としてのスバラシイ一面

も知ることが出来ました。私達も大変いい勉強になりました。

今後，会員の事業所を訪ねる機会も多いかと思いますが，その時にはなるべく大勢の会員の

皆さんで参加し視察して頂きたいと思っています。お互いに職場を訪問し合い，より良く知り

合い絆を深めるのも一つの文化だと思います。

私が入会した時は，会員は明治，大正，昭和の 3世代の人達の集まりでした。明治時代の人



というと私達の父親の世代ですから中に物は言い難い，そこは大正世代の兄貴分の人達が明治

の先輩から教わった事を教えて頂き，優しく接して下さり，しっかり指導して下さいました。

その流れが南クラブには文化として生きています。

また冒頭の話になりますが「いつまでもあると思うな，親と金，親孝行したい時には親はな

くさりとてお墓に布団が掛けられず」という言葉があります。人間には両親ほど大切で尊いも

のはありません。昔から父の思い出は山より高く，母の思い出は海よりも深いと言われていま

す。特に母親は赤ちゃんが生まれると肌身離さずスキンシップで育てます。少しハイハイが出

来るようになると這えば立て，立てば歩めの親心，そしてお誕生日が来て少し歩くようになる

と手が離せない，また保育園や幼稚園に行くようになると危なくて目が離せない，そして小学

校に入学するようになると手や目も離れ，心と心の繋がりが大切になります。この様に子供の

成長過程で親子の心の繋がりがしっかり出来ておれば子供は悪には染まりません。長い人生の

中で困った事が起きたら，こんな時親ならどのようにするだろうかと考える筈です。これは成

人後の友人関係も同じです。彼にはこんな事を言われたくない，また彼が言うならば仕方がな

い。いざと言う時耳の痛いこと，辛口で注意してくれた友人こそ本当の心友であります。子供

が生まれて両親の愛情に育まれ成長していく過程の話をしましたが，動物には親が子孫繁栄の

為にたくさんの子供を産みますが，犬や猫も猿も子供が親の面倒を見る事はなく親孝行はあり

ません。親孝行が出来るのは人間だけです。人間が万物の霊長と言われる所以であります。親

孝行の出来ない人間は犬や猫と同じであります。

私は土浦南ロータリークラブの先輩の皆さん達が築いてくれたスバラシイ文化をしっかり守

り，後輩の皆さん方に引き継いでいきたいと思っております。再び会う事の出来ない先輩の在

りし日のお顔を，そしてスバラシイ面影を思いながらこの遺徳を大切にしていきたいと願って

おります。

まだまだお話したい事はたくさんありますが，時間が来たようなのでこれで終わりにします。

ご清聴ありがとうございました。










